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【問合先】　政策企画課　☎０９７８－７２－５１６１

九州発

　国東市政策企画課では、市の特色をデザインした「国東市ご当地婚姻届」を作成しました。婚姻届は、
国や市町村で指定された様式はなく、所定の記載事項やサイズを満たしていれば自由に作れ、住所地等に
とらわれず、全国どの市町村の窓口でも提出することができます。この婚姻届の特性をいかして、ご当地
婚姻届を市のホームページで全国配信することで、国東市の知名度アップや観光の振興、そして市内若者
の婚活ムードを高めていきたいと考えています。
　国東市の思いを込めたご当地婚姻届、幸せいっぱいのお二人の記念にぜひ、ご利用ください！
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た
り
の
永
久
保
存
版
】

国東市ご当地婚姻届は、市役所市民健康課、各総合支所で配付しています。また市ホームページでダウンロードできますよ！国東市ご当地婚姻届は、市役所市民健康課、各総合支所で配付しています。また市ホームページでダウンロードできますよ！国東市ご当地婚姻届は、市役所市民健康課、各総合支所で配付しています。また市ホームページでダウンロードできますよ！国東市ご当地婚姻届は、市役所市民健康課、各総合支所で配付しています。また市ホームページでダウンロードできますよ！

幸せを呼ぶデザインと婚姻届に込められたメッセージ
　「国東市ご当地婚姻届」は、仏の里を象徴する阿

　あ　

吽
うん

の仁王像、伊予灘の碧い海と大分空港を飛び立つ
航空機、国東の特産品として力を入れているオリーブと、市花である菜の花がデザインされています。
　オリーブの花言葉は「平和」、菜の花は「快活な愛」。婚姻届には「穏やかな仏の里くにさきで、阿

　あ　

吽
うん

の
呼吸で二人仲よく、平和に元気いっぱいに愛を育みながら、大海（新たな人生のステージ）の上を大き
な航空機のように悠々と進んでほしい」というメッセージを込めました。

ふたりの永久保存版
　「市町村提出用」と「ふたりの永久保存版」の２種類をご用意。「ふたりの・・・」には、「初デートの場所」・
「プロポーズの言葉」などを記載し、記念写真を貼ることもできる優れもの！　夫婦ゲンカをした時に
これを見直せば、いつの間にか仲直り。いつまでもラブラブな二人でいられますよ♪♪

国東市こだわりのご当地婚姻届リリース!!

国東市ご当地婚姻届を国東市役所へ提出されるお二人への特典
　国東市ご当地婚姻届は、全国どの市町村でも提出可能ですが、国東市役所市民健康課・各総合支所の地域
市民健康課の窓口へ提出される方には、お祝いの特典をご用意しています。

ひきつづきご協賛いただける市内のお店・事業所を募集しています。結婚されるお二人の祝福と新婚旅行
客の増加など、観光振興につなげたいと考えています。多くの事業主様のご理解とご賛同をお願いします。

特典

１
お二人の永久保存版を保存・収納する
ためのハードカバーケースの無料進呈
※土日祝日・夜間等の時間外に婚姻届を提出された方は後日郵送。

特典

2
市内のお店・施設からのお祝いプレゼント

※婚姻届受付窓口で各事業所の利用券をお渡し。土日祝日・
　夜間等の時間外に婚姻届を提出された方には後日郵送。

お二人の新たな門出を祝して、次の市内のお店や
施設の事業主様からプレゼントをいただきました！

サービス提供施設（１月27日現在）　　※全ての利用券をプレゼント！
●割烹志まる（国東）「ランチペア無料券」お刺身定食がなんとお二人無料
●ホテルベイグランド国東（国東）「無料入浴＆未挙式カップル特典」　
●梅園の里（安岐）「無料入浴＆ランチ割引券」ランチメニュー２割引　
●ホテルヴィラ・くにさき（国東）「平日ペア宿泊割引券」宿泊料（朝食付）を２割引
●陶房ふくなが（国見）「夫婦茶碗作り体験割引券」通常お二人4,000円を3,000円に
●工房ななつむぎ（安岐）「七島藺草履作り体験割引券」 通常お二人7,000円を4,000円に
●くにさきレンタカー（武蔵）「レンタカー割引券」レンタカー代を1,080円割引
各利用券の詳細は、国東市ホームページでご確認ください。

　

世
界
農
業
遺
産
に
認
定
さ
れ
た

国
東
半
島
宇
佐
地
域
の
中
学
生
た

ち
が
、
学
習
の
成
果
を
発
表
し
合

う
サ
ミ
ッ
ト
が
１
月
17
日
、
ア
ス

ト
く
に
さ
き
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

県
教
育
委
員
会
が
主
催
し
、
６
市

町
村
24
校
の
中
学
生
１
２
０
人
や

教
職
員
、
中
学
生
に
指
導
し
た
ゲ

ス
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
や
市
民
ら
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

武
蔵
中
学
校
の
２
年
生
６
人
は
、

七
島
イ
や
吉
弘
楽
に
つ
い
て
発
表

し
、「
郷
土
の
伝
統
を
誇
り
に
思

い
受
け
継
ぐ
こ
と
が
大
切
」
と
思

い
を
語
り
ま
し
た
。

　

後
半
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、

各
校
の
代
表
が
意
見
発
表
。
最
後

に「
故
郷
か
ら
学
び
、故
郷
を
守
り
、

故
郷
を
育
て
て
い
く
」
と
サ
ミ
ッ

ト
宣
言
を
し
、
国
内
の
関
係
機
関

に
メ
ー
ル
配
信
を
し
ま
し
た
。

国
東
市
で
開
催

国
東
市
で
開
催

世
界
農
業
遺
産
テ
ー
マ
に

中
学
生
サ
ミ
ッ
ト

世
界
農
業
遺
産
テ
ー
マ
に

中
学
生
サ
ミ
ッ
ト

▲ステージ発表をする武蔵中学校の生徒

▲ポスターセッションで発表する
　（上から）国見中、国東中、安岐中の生徒

▲「サミット宣言」を英語で述べた
　国東中の宮本雅史君

県
Ｐ
Ｔ
Ａ
研
究
大
会

県
Ｐ
Ｔ
Ａ
研
究
大
会

国
東
・
姫
島
か
ら
発
信
す
る
愛
こ
と
ば

　
〝
学
び
あ
い
・
認
め
あ
い
・
育
て
あ
い
〞

国東で開催
　

１
月
25
日
、「
第
23
回
大
分
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
研
究
大
会
」
が
ア
ス
ト
く
に

さ
き
を
主
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
国
東
市
と
姫
島
村
の
Ｐ
Ｔ
Ａ

が
主
管
と
な
り
準
備
を
進
め
、
当
日
は
県
内
各
地
か
ら
約
７
０
０
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

開
会
に
先
立
ち
、「
く
に
さ
き
豊
後
万
歳
」
と
「
Ａ
Ｔ
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
＆
ダ
ン
ス
カ
ン
パ
ニ
ー
」
の
み
な
さ
ん
が
歓
迎
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
を
披
露
。
開
会
行
事
で
は
、
広
瀬
勝
貞
知
事
や
三
河
明
史
市
長
、

国
東
・
姫
島
大
会
実
行
委
員
会
の
重
光
秀
昭
実
行
委
員
長
ら
が
あ
い

さ
つ
し
ま
し
た
。

　

つ
づ
い
て
、
現
在
北
海
道
在
住
で
、
写
真
家
・
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
・

獣
医
と
し
て
幅
広
い
活
動
を
し
て
い
る
竹
田
津
実
さ
ん
が
「
真
似
る

こ
と
は
学
ぶ
こ
と
」
と
題
し
て
記
念
講
演
。
子
ど
も
の
成
長
過
程
で

親
の
行
動
が
い
か
に
重
要
か
を
、
野
生
動
物
の
子
育
て
の
例
を
示
し

な
が
ら
話
し
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
熱
心
に
耳

を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

分
科
会
で
は
、「
家
庭
教
育
」「
人
権
教
育
」「
広

報
活
動
」「
教
育
問
題
」
の
４
つ
の
分
野
で
討

議
が
行
わ
れ
、
市
内
か
ら
は
小
原
小
・
伊
美
小
・

武
蔵
中
の
各
Ｐ
Ｔ
Ａ

の
代
表
者
が
実
践
事

例
を
発
表
し
ま
し
た
。

竹
田
津
氏 

母
校
に
著
書
を
寄
贈

　

講
師
の
竹
田
津
実
さ
ん
は
国
見
町
出
身
。

帰
郷
を
機
に
、
子
ど
も
た
ち
に
豊
か
な
心

を
も
っ
た
人
間
に
成
長
し
て
ほ
し
い
と
、

ご
本
人
の
著
書
で
あ
る
エ
ッ
セ
イ
や
写
真

集
な
ど
約
60
冊
を
、
母
校
の
竹
田
津
小
学

校
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

「
子
ど
も
は
親
の

　
あ
と
を
つ
い
て

　
い
く
」
と
語
る

　
竹
田
津
実
さ
ん

▲

▲婚姻届を提出した宮井裕一さんと佳奈さん


